
練習試合  2016 年 5月 21日   岡山理大附属高校 ＶＳ 矢掛高校    @うぐいす球場 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

理 大  0 0 0 0 2 0 0 0  0 2 

矢 掛 0 1 1 1 0 0 0 0 0 3 

 矢 三澤魁太 － 林 

矢掛高校の先発は 2年生右腕の三澤魁太（真備中） 

 

1回表、理大附属高校の攻撃。三澤魁太の落ち着いた投球で三者凡退に抑える。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。二死から山木（美星中）が四球で出塁するも、後続が続かず無得点。 

2回表、理大附属高校の攻撃。先頭に死球を与えてしまい、次打者は失策で出塁を許すも後続を抑える。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の福尾（井原中）が四球で出塁する。次打者の多賀尚（矢掛中）も死球で出塁し、

チャンスを掴むと、野選の間に１点を追加する。 

3回表、理大附属高校の攻撃。二死から、右越二塁打を放たれるも後続を抑え、点を与えない。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の林（真備東中）が四球で出塁しチャンスをつかむと、山木が中前打を放ち、１

点を追加する。さらに、続く三澤大地（真備東中）が右前打を放つが、追加点は挙げられない。 

4回表、理大附属高校の攻撃。三澤魁太が抜群のコントロールを見せ、三者凡退に抑える。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。一死から常國（美星中）が中前打を放つ。次打者の三澤魁太は四球で続き、暴投で１

点を追加。矢掛高校は着実に点差を広げる。 

5回表、理大附属高校の攻撃。先頭に中前打を放たれる。続く打者に犠打を決められ、一死二塁。二死から、中

越二塁打を放たれ一人が生還。さらに四球を与え、二死一・二塁のピンチとなる。ここで、失策が絡み、

さらに１点を追加され、１点差に迫られる。 

5回裏、矢掛高校の攻撃。一死から三澤大地が中前打を放つも後続が飛球に倒れ無得点。 

6回裏、矢掛高校の攻撃。一死から常國が右前打を放ち盗塁を決める。続く三澤魁太の犠打で三塁へ進むも、後

続が続かず。追加点を決められない。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。一死から山木が四球で出塁するも、無得点。 

8回表、理大附属高校の攻撃。ここで矢掛高校の投手は三年右腕三澤大地に交代する。二者連続空振り三振を奪

い、二死とする。続く打者に四球を与えるも次打者を抑え点を与えない。 

8回裏、矢掛高校の攻撃。二死から、常國が四球で出塁し盗塁を決めるが、次打者が三振に倒れスリーアウト。 

9回表、理大附属高校の攻撃。一死から右前打を放たれるも、続く打者の内野ゴロで二塁をアウトにし、二死と

する。最後は内野ゴロに抑えゲームセット。 

 

矢掛高校は理大附属高校に３―２で勝利した。今日は守備でのミスがあまりなく、打線も良い試合であ

った。だが、詰めが甘い所も多々見え、点を許すことがあった。抑えられる所をしっかり抑えられるよ

うに練習に取り組んでほしい。夏の大会まで二か月を切った。三年生の最後の大会を勝ち進み、全国大

会出場のために自分の課題を今まで以上に一生懸命励んでいきたいと思う。 

（文責：西野 亜依） 

新チームの戦績 12 勝11 敗3 分 


